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　⑵ Cnaan ＆ Goldberg-Glen（1991）の尺度
　Cnaan ＆ Goldberg-Glen（1991）はボランティア活動を行う上での考え
得る動機を網羅的に挙げた 28 項目について、日常的にボランティア活動を




人的動機」の 4 つの動機次元を抽出している（谷田 , 2001）。
　谷田（2001）はこの尺度を日本の状況に合うように意訳し、1 項目を除い








































＊ 2 以下の 2 つの研究では 16 項目と紹介されている
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Goldberg-Glen （1991）は自らの尺度の 1 因子性が高いことをその傍証とし
ている。しかし自分に何らかの見返りが期待できるためにボランティア活動
に従事するという利己的動機の存在が指摘されて、ボランティア活動の動機




人的動機」（Henderson, 1984）、“other-oriented motives” と “self-oriented 
motives”（Oda, 1991）といった分類として認められる。
　利己的動機がさらに区分され、例えば「実益的動機」と「感情的動機」
（Chelladural, 1999）、「余暇」と「自己実現」（日下・篠置 , 1998）、「自己世
界の拡大」と「自己存在の確認」（浅川ら , 1998）、「自己志向的動機」と「活
動志向的動機」（妹尾・高木 , 2003）といった区分は、いずれも利他的動機
















































Goldberg-Glen （1991）は自らの尺度の 1 因子性が高いことをその傍証とし
ている。しかし自分に何らかの見返りが期待できるためにボランティア活動
に従事するという利己的動機の存在が指摘されて、ボランティア活動の動機




人的動機」（Henderson, 1984）、“other-oriented motives” と “self-oriented 
motives”（Oda, 1991）といった分類として認められる。
　利己的動機がさらに区分され、例えば「実益的動機」と「感情的動機」
（Chelladural, 1999）、「余暇」と「自己実現」（日下・篠置 , 1998）、「自己世
界の拡大」と「自己存在の確認」（浅川ら , 1998）、「自己志向的動機」と「活
動志向的動機」（妹尾・高木 , 2003）といった区分は、いずれも利他的動機




































































































































































































































































































































































































との社会への恩返しをしたい」は 16 名が選択し全体では 6 番目の回答であっ
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